
教材・⽀援機器活⽤実践事例【ICT】 

道徳の振り返りを記入する ICT 活⽤ 

「学びの記録シート」 

子どもに 

ついて 

所属・学年 特別支援学校・中学部１年 

障がい名等 肢体不自由 

子どもの実態 

（学習上又は生活

上の困難さ等） 

・ 語彙が豊富な生徒だが、自分の考えや意見を表出することに

慣れておらず、「わからない」と答えたり、表出するまでに時間

がかかったりする。 

授業に 

ついて 

（教材・教具を

使用した授業

や指導場面） 

教科名等 道徳 

年間を通して 単元(題材)名 

単元(題材)の概要 

・毎時間の最後の１０分間を、題材を学習しての感想や自分の意

見を記入する時間とする。 

・タブレットの操作が得意で好きなことから、入力への意欲を活

用し、スプレッドシートへ入力する形式を用いる。 

教材・教具 

支援機器に

ついて 

教材・教具 

支援機器 

タブレットを用いて Google スプレッドシートへの入力 

  

ねらい・工夫点 

〈ねらい〉 

〇 道徳の題材について振り返り、考えたことや感じたことを自

分のことばで表現できるようにする。 

〈工夫点〉 

・ 初めの頃は１０～１５分程度の時間を確保し、十分に考えるこ

とができるように配慮した。 

・ なかなか書くことができないときには、様々な意見や気持ちの

例を挙げたり、考えている意見とは逆の内容を話したりして、

生徒自身が自分の意思を明確にできるよう支援した。 

材料・作成方法等 タブレット端末 

子どもの変容や評価 

・ 入力することに慣れると、自分の意思をスムーズに書き始め

２分程度で入力することができるようになった。 

・ 文章が長くなり、内容に深みがでてきた。 
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